
市長の市政報告会

令和８年７月

①高齢者の生活交通を支援する取り組みについて
②アプリを活用した生活習慣病予防について
③障がい福祉施策について 阪南市



高齢者の生活交通を支援する
取り組みについて



高齢者の生活交通を支援する取組について

生活交通とは

昨今の運転手等の担い手不足により、全国的に地域における公共交通の供給が制約されて
いる一方で、少子高齢化に伴い地域での移動需要は拡大しています。

地域住民の日常生活を支える交通手段のことで、一般的な鉄道、バスやタクシーのほか、
デマンド交通や自家用有償旅客運送など様々な形態での移動手段を含みます。

運転手等の担い手不足

持続可能な地域公共交通の実現を図るため、生活交通の中でも、住民団体等
が主体となる地域内交通を支援するため、補助制度を構築



高齢者の生活交通を支援する取組について

地域たすけあい交通支援

朝日まちづくり協議会
モビリティ運行

（グリスロ）

※補助金については協議中

箱の浦地区・舞校区

訪問型サービス・福祉有償運送

午前7便、午後8便
スーパーマーケット発着
乗車運営協力費200円

乗務員募集中
1時間：500円



阪南市地域交通対策事業補助金要綱の制定

１．補助対象者

２．補助対象経費

３．補助額

〇 自治会、特定非営利活動法人、市民公益活動団体等で地域での支え合い交通など地域の生活交通の導入に
向けた取組を実施する団体

〇 人件費、需用費、役務費、委託料、使用料及び賃借料、備品購入費等地域での生活交通導入に向けた取組
に必要な経費

〇 ４団体まで

〇 補助対象経費の実支出額から謝金、広告料その他の収入を差し引いた額で、１団体当たり７５０，０００円を
上限

※地域において継続的な事業になるよう補助金交付団体に対して、地域公共交通に関する勉強会の開催や運
行を支援する会議体の設置などにも取り組みます。

（趣旨）
物価高騰の影響を受けている地域の生活者に対する対応策として、市内各地域の地域公共交通の実情に応じ、

緊急的に地域の移動需要に対応する地域の支え合い交通などを実施する団体に対し、事業に要する経費の全部
又は一部について、国の重点支援地方交付金を活用し、補助金を交付します。



アプリを活用した
生活習慣病予防について









障がい福祉施策について



 障がい者雇用の推進
地方公共団体の責務として、また市内最大の事業所として、
率先して障がい者活躍を推進
令和８年度：法定雇用率に関係なく雇用の推進
具体的に、業務の棚卸を行い適材適所に配属(各部に１名以上)

その結果、
法定雇用率を大きく上回る障がい者雇用を達成
市長部局 ：3.10％ （法定率2.8％）
教育委員会：4.62％ （法定率2.7％）



 「手話＝言語」 認識のもと、本市では

『阪南市心とこころをつなぐ手話言語条例』制定

 理解促進のため、全職員が「知る」ことから始める

①新規採用職員への手話研修

②PCへの手話イラスト掲示

③朝礼に手話あいさつの導入

④当事者が運営する手話カフェへの参加



手話カフェ 朝礼での手話



手話

やってみましょう！



その他 トピック



阪南市防災大使を任命

佐藤愛美さん（14歳）
防災士

日本赤十字社防災教育事業指導者

日本若者防災復興協会 防災事業本部 副本部長

日本防災士会会員



阪南市サワラPR大使を任命

サワラマチコ
阪南市といえばサワラ、サワラといえば阪南市

サワラのまちこ巻きをまとったネコのキャラクター

ゆるバース出場中



阪南市ふるさと納税、がんばっています！

阪南市 ふるさと納税

とりあえず検索だけでもしてください！！



ご清聴ありがとう
ございました
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